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卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

（
復
興
公
営
住
宅
複
合
ビ
ル
）
建

設
事
業
が
本
格
的
に
始
動
し
て
き

た
。
平
成
二
十
五
年
度
組
合
第

四
十
八
回
通
常
総
会
で
そ
の
建
設

推
進
が
決
議
さ
れ
た
同
事
業
は
、

昨
年
八
月
に
建
設
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
建
設
に
向
け
検
討
が
行
わ

れ
て
き
た
。

　

建
設
委
員
会
で
は
、
資
材
不
足
・

建
設
技
術
者
の
不
足
に
伴
う
建
設

コ
ス
ト
の
高
騰
な
ど
大
震
災
後
の

建
設
業
界
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き

組
合
員
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
仙

台
市
の
復
興
公
営
住
宅
建
設
と
い

う
社
会
貢
献
も
目
的
に
組
合
の
将

来
を
見
据
え
た
建
設
計
画
・
運
営

計
画
を
立
て
、
事
業
を
進
め
て
い

る
。

　

厳
し
い
建
設
業
界
の
事
情
と
、

被
災
者
の
早
期
再
建
と
い
う
仙
台

市
の
命
題
を
考
慮
し
、
建
設
方
法

を
基
本
設
計
ま
で
の
前
段
部
分
と

実
施
設
計
・
施
工
・
監
理
の
デ
ザ

イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
の
後
段
部
分
に

分
け
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
年
十
月
に
は
建
設
委
員
会
の

中
に
選
定
委
員
会
（
委
員
長
：
小

野
田
泰
明
氏
（
東
北
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
都
市
・
建
築
学
専
攻

専
攻
長
・
教
授　

東
北
大
学
災
害

科
学
国
際
研
究
所
災
害
復
興
実
践

学
分
野
教
授
（
兼
））
が
設
置
さ

れ
た
。
同
選
定
委
員
会
で
は
、
企

画
調
整
・
基
本
計
画
・
基
本
設
計
・

意
匠
監
修
を
行
う
設
計
等
事
業
者

を
公
募
で
選
定
。
応
募
の
あ
っ
た

五
組
の
設
計
等
事
業
者
の
中
か
ら

㈲
阿
部
仁
史
ア
ト
リ
エ
が
選
定
さ

れ
、
第
五
六
四
回
理
事
会
の
承
認

を
経
て
同
社
と
基
本
協
定
を
締
結

し
た
。

　

他
方
、
仙
台
市
と
は
、
昨
年

十
一
月
に
、
主
に
定
期
借
地
権
契

約
と
復
興
公
営
住
宅
部
分
の
買
取

に
関
す
る
基
本
協
定
が
締
結
さ

れ
、
復
興
公
営
住
宅
を
担
当
す
る

仙
台
市
都
市
整
備
局
公
共
建
築
部

復
興
公
営
住
宅
室
と
の
具
体
的
打

合
せ
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

十
二
月
に
は
、
当
事
業
対
応
の

建
設
準
備
室
が
事
務
局
に
設
置
さ

れ
る
な
ど
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
建
設
に
向
け
た
事
業
が
大
き

く
動
き
出
し
て
い
る
。

　

会
で
は
始
め
に
、
当
組
合
の
氏

家
理
事
長
よ
り
「
地
下
鉄
東
西
線

開
業
ま
で
一
年
あ
ま
り
。
ま
た
、

来
年
は
、
組
合
創
立
五
十
周
年
の

年
で
も
あ
る
。『
新
し
い
創
造
の

街
、
卸
町
』
を
目
指
し
、
様
々
な

組
合
事
業
を
通
じ
、
組
合
員
支
援

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関
係
各

位
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
一

歩
一
歩
前
に
進
ん
で
参
り
た
い
。」

と
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
東
北
経
済

産
業
局
長
・
守
本
憲
弘
氏
（
代
理
：

総
務
企
画
部
長
・
鶴
岡
正
道
氏
）、

宮
城
県
知
事
・
村
井
嘉
浩
氏
（
代

理
：
経
済
商
工
観
光
部 

次
長
・

宮
原
光
穂
氏
）、
仙
台
市
長
・
奥

山
恵
美
子
氏
（
代
理
：
副
市
長
・

伊
藤
敬
幹
氏
）
よ
り
祝
辞
が
述
べ

　

当
事
業
を
推
進
す
る
建
設
委
員

会
（
組
織
、
分
担
内
容
は
表
の
通

り
）
は
、
今
年
に
入
り
、
一
月
末

ま
で
に
十
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
設
計
等
事
業
者
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
交
え
、
施
設
の
中
に
ど
の

よ
う
な
規
模
の
機
能
を
配
置
し
て

い
く
か
と
い
う
具
体
的
建
設
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
建
設
事
業
の
ス
ケ

ら
れ
、
宮
城
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会
会
長
の
今
野
敦
之
氏
の
発
声

で
声
高
ら
か
に
乾
杯
し
た
。

　

祝
宴
が
始
ま
る
と
、
一
昨
年

十
二
月
か
ら
昨
年
十
一
月
ま
で
募

集
を
行
っ
て
い
た
「
二
〇
一
三
卸

町
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
上
位
入
賞
者
表
彰
が
行
わ

れ
た
。　

　

祝
宴
で
は
、
菊
田
ま
ゆ
み
氏
と

ジ
ュ
ー
ル
確
定
、
後
段

部
分
の
建
設
事
業
者
選

定
の
た
め
の
公
募
手
続

き
を
検
討
し
て
お
り
、

二
月
初
旬
に
は
、役
員
・

建
設
委
員
合
同
で
仙
台

市
復
興
公
営
住
宅
の
視

察
会
も
予
定
し
て
い

る
。

　

今
後
、
建
設
委
員
会

は
、
本
事
業
の
基
本
計

画
・
基
本
設
計
を
進
め

る
と
同
時
に
、
常
に
事

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
コ

ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
・

総
事
業
費
等
課
題
を
検

討
し
、
理
事
会
の
承
認

を
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
る
。

　

限
ら
れ
た
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
中
で
基
本
設
計
を
進
め
な
が

ら
、
早
期
に
当
事
業
を
推
進
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル

ド
事
業
者
を
選
定
し
、
組
合
員
の

要
望
に
沿
っ
た
建
設
事
業
を
強
力

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ　

Ｄ
―
Ａ
ｌ
ｍ
ａ
」

に
よ
る
フ
ラ
メ
ン
コ
舞
踊
が
催
さ

れ
、
情
熱
的
な
熱
い
ス
テ
ー
ジ
が

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
。

　

新
年
会
は
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
催
さ
れ
、
当
組
合
常
務
理
事
で

あ
り
、
部
会
連
絡
会
議
議
長
（
第

三
部
会
長
）
の
宍
戸
慈
光
氏
（
㈱

テ
イ
ク
・
ワ
ン
社
長
）
の
発
声
に

よ
る
手
締
め
で
、
め
で
た
く
お
披

良
喜
と
な
っ
た
。

　

一
月
十
日
午
後
四
時
か
ら
、サ
ン
フ
ェ
ス
タ
四
階
ホ
ー
ル
を
会
場

に
、組
合
新
年
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、東
北
経
済
産
業
局
、宮
城
県
、仙
台
市
、金
融
機
関
、取
引

先
な
ど
か
ら
の
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、組
合
員
企
業
、関
連
団
体
や
周

辺
町
内
会
を
あ
わ
せ
、約
二
百
九
十
名
が
参
加
し
た
。
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仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
が
平
成

二
十
七
年
度
開
業
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
組
合
で
は
（
仮
称
）
卸
町

駅
の
駅
名
表
記
を
「
卸
町
（
お
ろ

し
ま
ち
）
駅
」
と
し
て
実
現
さ
せ

る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
昨
年
の
十
一
月
二
十
七
日
、

「
第
四
回
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線

駅
名
検
討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、「
卸
町
駅
」
ま
た

は
「
お
ろ
し
ま
ち
駅
」
の
両
案
併

記
に
て
仙
台
市
に
提
言
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
当
該
提
言
が
十
二
月

六
日
に
仙
台
市
に
さ
れ
た
。
そ
れ

を
受
け
て
仙
台
市
で
は
十
二
月

二
十
四
日
に
は
漢
字
表
記
の
「
卸

町
駅
」
に
正
式
決
定
さ
れ
た
。

　

発
表
で
は
「
駅
周
辺
の
卸
町
地

区
は
、
今
後
の
街
づ
く
り
を
展
望

し
、
地
域
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
表
記

に
つ
い
て
は
、
住
居
表
示
に
お
い

て
も
用
い
ら
れ
、
日
常
的
に
浸
透

し
て
い
る
漢
字
と
す
る
」
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
の
度
の
「
卸
町
駅
」
駅
名
実

現
に
つ
い
て
は
組
合
員
各
位
及
び

関
係
団
体
各
位
か
ら
の
多
大
な
る

お
力
添
え
で
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
平
成
二
十
七
年
度
、
仙
台

市
地
下
鉄
東
西
線
開
業
に
向
け
、

組
合
で
は
こ
れ
を
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
新
し
い
街
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

①
㈿
一
宮
繊
維
卸
セ
ン
タ
ー

●
昭
和
四
十
一
年
設
立
。組
合
員

百
十
一
社
で
ス
タ
ー
ト
。昔
は
田

ん
ぼ
。現
在
、周
辺
は
住
宅
地
に

な
っ
て
い
る
。

●
出
資
金
は
土
地
面
積
に
応
じ

て
。一
口
：
一
万
円　

二
〜
一
三

一
〇
数
口
と
組
合
員
に
よ
り
差

が
あ
る
。加
入
金
は
な
い
。

●
地
価
：
百
万
円
／
坪
の
頃
も

あ
っ
た
。現
在
は
二
十
五
万
円
／

坪
程
度
で
あ
る
。

●
組
合
員
九
十
社
の
う
ち
四
十
社

が
営
業
。賃
貸
し
て
営
業
中
が

二
十
五
社（
う
ち
一
社
は
組
合
加

入
）。空
店
舗
十
五
社
。居
住
の

み
と
な
っ
て
社
屋
を
利
用
し
て

い
る
の
が
十
社
。こ
の
十
社
は
、

一
時
休
業
の
扱
い
で
引
き
続
き

組
合
員
と
な
っ
て
お
り
、賦
課

金
も
納
め
て
い
る
。

　

一
月
十
四
日
に
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
建
設
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
建
設
事
業
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
建
設
プ
ロ
グ
ラ
ム
内

容
等
に
つ
い
て
、
審
議
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
月
二
十
九
日
に
同
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
実
施
設
計
・
施

工
・
監
理
業
者
の
選
定
に
つ
い
て
、

●
駐
車
場
事
業
は
、一
〇
〇
％
の
稼

働
率
。（
収
容
台
数
：
二
六
二
台
）

●
団
地
内
に
員
外
企
業
の
立
地
は

な
い
。駐
車
禁
止
規
制
も
な
い

●
連
棟
式
の
建
物
は
各
五
十
坪
程

度
で
軒
を
連
ね
て
い
る
。雨
漏

り
等
が
発
生
す
る
と
、修
繕
費

用
の
負
担
割
合
の
問
題
が
出
て

く
る
。現
在
の
と
こ
ろ
、建
替
え

等
の
計
画
は
な
い
。

●
戸
建
住
宅
は
建
設
不
可
で
あ

る
。

●
平
成
二
十
四
年
十
月
に
再
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置
。組

合
員
の
ニ
ー
ズ
把
握
を
し
な
が

ら
、一
千
坪
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
開
発

を
研
究
中
で
あ
る
が
、資
金
調

達
、新
規
出
店
企
業
の
確
保
等

課
題
が
多
い
。

●
共
同
施
設
と
し
て
は
、組
合
本

部
の
あ
る
繊
維
会
館
の
ほ
か
第

二
〜
五
卸
会
館
が
あ
る
が
、金

融
事
業
で
貸
倒
と
な
っ
た
組
合

員
の
物
件
を
組
合
で
取
得
し
た

も
の
で
、賃
貸
で
活
用
中
で
あ

る
。

●
団
地
は
市
街
化
調
整
区
域（
商

業
地
域
）に
な
っ
て
い
る
。ア
ク

セ
ス
の
良
さ
か
ら
、大
型
商
業
施

設（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ
ン
グ
・
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
業
務
に
つ
い
て
、
審
議
さ

れ
た
。

　

一
月
二
十
七
日
、
卸
町
と
ん
や

市
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
当

該
物
販
イ
ベ
ン
ト
の
今
後
の
展
開

（
開
催
場
所
、
開
催
日
程
等
）
に

つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、
次
回
の
委

員
会
に
て
継
続
し
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

進
出
の
打
診
が
こ
れ
ま
で
に
何

度
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

●
最
近
は
、昭
和
四
十
年
代
の
建

物
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、団
地

内
の
建
物
が
ア
ー
ト
系
の
若
者

達
か
ら
関
心
を
持
た
れ
て
い

る
。

②
旧
岐
阜
繊
維
商
業
団
地
㈿

　

※
平
成
十
六
年
に
解
散

●
ほ
ぼ
全
部
が
連
棟
式
の
建
物
で

あ
る
。

●
平
成
十
六
年
に
組
合
が
解
散
し

て
い
る
が
、旧
団
地
の
中
は
、昼

間
で
も
人
気
も
活
気
も
な
く
寂

れ
て
お
り
、閑
散
と
し
て
静
寂

が
横
た
わ
っ
て
い
た
。利
用
さ
れ

て
い
な
い
階
層
は
、カ
ー
テ
ン
が

朽
ち
て
い
る
所
も
あ
り
、廃
墟

の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。車
の
通
り

も
少
な
い
。旧
事
務
局
が
入
居

し
て
い
た
建
物
は
、現
在
は
会

計
事
務
所
で
買
い
上
げ
、利
用

さ
れ
て
い
る
。

③
㈿
津
卸
商
業
セ
ン
タ
ー

●
団
地
の
用
途
は
準
工
業
地
域
。

基
幹
道
路
で
あ
る
国
道
二
十
三

号
に
隣
接
し
て
お
り
、商
売
上

も
通
勤
上
も
好
立
地
で
あ
る
。

●
組
合
道
路
は
、今
年
の
三
月
中

に
市
に
移
管
し
、維
持
管
理
を

移
行
す
る
。

●
公
共
の
下
水
施
設
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
為
、組
合
で
浄
化
槽

を
設
備
し
て
維
持
管
理
し
て
い

る
。

●
連
棟
式
の
建
物
が
組
合
設
立
当

初
か
ら
九
十
九
％
。現
在
は
八

十
％
程
度
に
減
少
し
て
い
る
。

　

組
合
員
の
所
有
面
積
は
百
坪
未

満（
八
十
坪
）〜
一
千
坪
超
と
幅

が
あ
る
。一
区
画
四
百
坪（
平

均
）。三
百
坪
、八
百
坪
区
画
も

あ
る
。

　

建
替
問
題
が
目
前
の
課
題
。組

合
員
十
八
社
の
う
ち
半
数
の
九

社
が
老
朽
化
に
よ
る
十
年
以
内

の
建
替
を
希
望
し
て
お
り
、う

ち
五
社
が
五
年
以
内
を
希
望
。

企
業
間
の
体
力
差
が
あ
る
中
で

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
け
る
の

か
を
模
索
中
で
あ
る
。

●「
連
棟
に
よ
る
団
地
内
建
物
の

建
替
え
時
ま
た
は
取
壊
し
時
等

に
お
け
る
取
り
決
め
」（
平
成
十

七
年
十
月
二
十
六
日
施
行
）が

制
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

組
合
所
有
物
件
に
つ
い
て

は
、隣
接
所
有
者
は
分
筆
し
た

土
地
を
組
合
か
ら
払
下
げ
、又

は
賃
借
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
て
、払
下
げ
単

価
を
直
近
の
団
地
内
売
買
実
例

の
八
割
を
基
準
と
し
、賃
借
単

価
は
団
地
内
月
極
駐
車
料
金
の

八
割
を
基
準
と
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。隣
地
と
の
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク（
壁
面
後
退
）は
、建
物
の

基
礎
の
大
き
さ
で
あ
る
八
十
五

㎝
以
上
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

●
伊
勢
湾
岸
沿
い
に
立
地
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、地
震
に
よ
る
津

波
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

　

海
抜
二
ｍ
の
埋
立
地
で
あ
り
、液

状
化
現
象
の
被
害
区
域
に
該
当

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、防
災
対
策

の
構
築
が
急
務（
今
後
想
定
さ

れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
・
南
海

連
動
型
地
震
へ
の
備
え
）と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

今
後
と
も
、商
団
連
を
中
心
と

し
た
団
地
組
合
間
の
交
流
を
深

め
、特
に
、各
団
地
が
抱
え
る
共
通

の
課
題
に
つ
い
て
は
、情
報
交
換
を

密
に
し
、問
題
解
決
に
向
け
た
方

策
を
探
り
、全
国
の
団
地
組
合
の

活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

卸
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ

建
設
委
員
会

卸
町
と
ん
や
市

実
行
委
員
会

仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
駅
名

仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
駅
名

「
卸
町
駅
」に
正
式
決
定
！

「
卸
町
駅
」に
正
式
決
定
！

組合執行部による先進団地視察研修が、1月23日～24日実施された。
　

今
回
の
視
察
は
、
当
組
合
の
今

年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
研
究
対

象
と
し
て
い
る
築
四
十
年
を
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
む
組
合
員
店
舗

の
共
同
建
替
え
、
い
わ
ゆ
る
「
連

棟
式
建
物
」
の
建
替
え
問
題
へ
の

取
り
組
み
の
た
め
の
参
考
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で

あ
る
。

旧岐阜繊維商業団地（協）の連棟式建物

（協）津卸商業センターの棟式建物

仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線
駅
名

「
卸
町
駅
」に
正
式
決
定
！

（協）津卸商業センターでの研修のようす
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平成26年度
新入社員研修会開催要綱

日　　程 平成26年４月９日(水)～11日(金) 
 9:00～17:00（3日間）
会　　場 卸町会館 ４階 中ホール
講　　師 會田　慶宏 氏
 （㈱日本マネジメント協会 
 マネジメントコンサルタント）
受講対象 平成26年度の新入社員並びに
 平成25年度の中途採用者等で、
 本研修の受講を必要とする社員
定　　員 30名程度
受 講 料 1名 15,500円
 （テキスト代・昼食代・消費税込）
問合せ先 (協)仙台卸商センター総務課
 TEL：235-2161
 FAX：284-0864
申込締切　　平成26年３月７日（金）
※お早めにお申込みください。なお、受講につき
　ましては、組合員従業員に限ります。
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昨
年
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
募

集
を
行
っ
て
い
た
、「
二
〇
一
三
卸

町
ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
表
彰
が
一
月
十
日
に
開
催
さ
れ

た
組
合
新
年
会
に
て
行
わ
れ
た
。

今
回
は
、
卸
町
と
人
々
が
ふ
れ
あ

う
様
子
の
『
卸
町
と
家
族
の
ふ
れ

あ
い
』、
卸
町
の
四
季
折
々
に
見
せ

る
様
々
な
自
然
な
ど
を
写
し
た
『
卸

町
の
自
然
』、
卸
町
で
開
催
さ
れ
る

各
イ
ベ
ン
ト
で
の
ま
ち
の
賑
わ
い

を
表
現
し
た
『
イ
ベ
ン
ト
の
賑
わ

い
』
と
い
う
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で

作
品
を
募
集
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
応
募
総

数
五
十
五
作
品
の
中
か
ら
、
大
江

明
氏
が
撮
影
し
た
「
秋
み
〜
つ
け

た
！
」が
グ
ラ
ン
プ
リ（
理
事
長
賞
）

に
輝
い
た
。

　

組
合
新
年
会
で
は
、
各
賞
に
入

賞
し
た
五
作
品
の
紹
介
が
さ
れ
、

当
日
出
席
し
た
ふ
れ
あ
い
大
賞
を

受
賞
し
た
杉
目
勝
春
氏
（
タ
イ
ト

ル
：
満
足
顔
で
、
今
日
は
）、
撮
っ

て
お
き
大
賞
を
受
賞
し
た
松
田　

偲
氏
（
タ
イ
ト
ル
：
秋
色
光
彩
）

へ
氏
家
理
事
長
よ
り
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も
「
卸
町
ふ
れ

あ
い
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
継

続
し
て
実
施
し
て
い
く
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
い
た
だ
き
た
い
。

　

仙
台
市
で
は
東
日
本
大
震
災
の

被
害
を
受
け
た
下
水
道
施
設
の
復

旧
復
興
事
業
が
、
本
格
化
し
て
い

る
。

　

当
組
合
で
は
、
か
ね
て
よ
り
大

雨
時
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て
仙
台

市
に
対
応
を
要
望
し
て
い
た
が
、
今

般
、
こ
の
復
興
事
業
の
一
環
で
震
災

等
の
影
響
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
浸

水
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
当
卸
町

地
区
を
含
む
東
部
地
区
に
、
雨
水

専
用
幹
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

新
設
さ
れ
る
幹
線
は
卸
町
周
辺

か
ら
宮
城
野
区
原
町
方
面
に
向
か

う
６
キ
ロ
（
原
町
雨
水
専
用
幹
線
）

の
ル
ー
ト
で
あ
り
、
こ
の
雨
水
専
用

の
幹
線
に
よ
り
、
街
の
排
水
機
能

を
高
め
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
。

　

当
該
幹
線
が
完
成
す
れ
ば
長
年

必
要
性
を
強
く
要
請
し
て
き
た
卸

町
地
区
の
浸
水
被
害
が
な
く
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
、

と
う
ほ
く
あ
き
ん
ど
で
ざ
い
ん
塾

（
以
下
あ
き
ん
ど
塾
）
で
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
手
持
ち
の
イ
メ
ー
ジ

カ
ッ
ト
（
写
真
）
や
動
画
を
そ
の

ま
ま
映
像
編
集
し
、
三
十
秒
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成

し
、
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
す
る
ま
で

を
学
ぶ
内
容
で
開
催
し
た
。

　

商
材
の
魅
力
を
短
時
間
で
伝
え

る
こ
と
が
可
能
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
も

と
よ
り
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
の
携
帯
端

末
の
普
及
に
よ
り
需
要
が
増
し
て

い
る
。
当
日
は
映
像
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
太
田
一
彦
氏
に
講
師
を
務

め
て
い
た
だ
い
た
。
一
日
目
は
ｉ

Ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｅ
の
使
い
方
を
初
歩
か

ら
学
ぶ
座
学
を
行
い
、
一
日
目
終

了
時
に
、
こ
の
座
学
で
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
て
翌
日
ま
で
に
三
十

秒
程
度
の
動
画
を
作
成
す
る
と
い

【
一
月
十
日
】

・
組
合
新
年
会

・
卸
町
神
社
新
年
事
始
祭

・
青
年
経
営
研
究
会
役
員
会

【
一
月
十
四
日
】

・
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
建

設
委
員
会

・
卸
町
神
社
ど
ん
と
祭

【
一
月
十
五
日
】

・
第
五
六
七
回
理
事
会

・
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
・
と
う
ほ
く
あ
き

ん
ど
で
ざ
い
ん
塾
新
年
会

【
一
月
十
七
日
】

・
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
新
年
会

【
一
月
二
十
一
日
】

・
シ
ン
グ
ル
会
役
員
会

う
宿
題
が
参
加
者
に
出
さ
れ
た
。

二
日
目
は
宿
題
で
作
成
し
た
動
画

の
講
評
と
改
善
点
の
検
討
が
さ
れ

た
。
最
後
に
動
画
サ
イ
ト
へ
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
と
共
有
方
法
を
学

習
し
た
。

　

あ
き
ん
ど
塾
で
は
今
後
も
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
役
に
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
に

つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
く
の

で
、
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

【
一
月
二
十
二
日
〜
二
十
三
日
】

・
先
進
団
地
視
察
研
修
（
執
行
部
）

　

〜
愛
知
・
三
重
方
面
〜

【
一
月
二
十
七
日
】

・
白
秋
会
例
会

・
卸
町
と
ん
や
市
実
行
委
員
会

【
一
月
二
十
八
日
】

・
第
一
部
会
新
年
会

【
一
月
二
十
九
日
】

・
卸
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
建

設
委
員
会

・
青
年
経
営
研
究
会
例
会

【
一
月
三
十
一
日
】

・
第
三
部
会
新
年
会

　

今
春
の
組
合
員
企
業
各
社
に
入

社
す
る
新
入
社
員
の
合
同
研
修
会

が
、
四
月
九
日
㈬
か
ら
十
一
日
㈮

ま
で
の
三
日
間
の
日
程
で
、
卸
町

会
館
四
階
中
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
。

　

研
修
は
、
新
入
社
員
が
意
識
の

切
り
替
え
と
企
業
が
寄
せ
る
期
待

を
自
覚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

人
と
し
て
の
心
構
え
を
つ
く
り
、

仕
事
の
進
め
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、人
間
関
係
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
習
得
す
る
こ
と
が

狙
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

講
義
だ
け
で
な
く
実
習
を
重
視

し
「
わ
か
る
」
よ
り
「
で
き
る
」

に
重
点
を
置
い
た
内
容
で
行
う
。

新
入
社
員
研
修
会
へ
の
参
加
を
ぜ

ひ
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

表彰式のようす

（株）菊重様の新社屋 （株）寺岡システム様の新社屋
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一
月
十
日
午
前
十
時
か
ら
、
組

合
新
年
会
に
先
立
ち
、
年
始
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
、
卸
町
神

社
新
年
事
始
祭
が
境
内
に
お
い
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
寒
さ
厳
し
い
中
、
組

合
役
員
、
組
合
員
、
関
係
者
な
ど

　

開
館
十
一
年
目
を
迎
え
た
せ
ん

だ
い
演
劇
工
房
10
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
、

十
周
年
の
区
切
り
と
し
て
「
お
ろ

し
ま
ち
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら

三
月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
、
10
―
Ｂ

Ｏ
Ｘ
を
拠
点
に
開
催
し
て
い
る
。

卸
町
に
は
、
10
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
ほ
か
、

能
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、
音
楽
練
習
場
Ｍ
Ｏ

Ｘ
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
シ
ェ
ア
・

オ
フ
ィ
ス
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
な
ど
を
拠

が
多
数
参
列
。
宮
司
の
祈
祷
に
続

き
、
卸
町
神
社
奉
賛
会
会
長
の
氏

家
理
事
長
を
は
じ
め
、
参
列
者
の

代
表
が
玉
串
を
奉
奠
し
た
後
、
参

列
者
全
員
で
景
気
回
復
・
商
売
繁

盛
を
祈
願
し
た
。

　

一
月
十
四
日
、「
卸
町
神
社
ど
ん

と
祭
」
が
行
わ
れ
た
。

点
に
多
様
な
文
化
芸
術
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。「
お
ろ
し
ま
ち
ボ
ッ

ク
ス
」
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
資

源
の
連
携
を
図
り
、
卸
町
内
外
に

向
け
て
発
信
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
当
組
合
の
イ
ベ
ン
ト
倉
庫
・

ハ
ト
の
家
で
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
卸
町
の
魅
力

と
可
能
性
を
秘
め
た
施
設
や
活
動

が
地
域
に
更
に
浸
透
し
て
い
く
よ

う
に
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

　

卸
町
神
社
境
内
で
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
ど
ん
と
祭
は
、
正
月
の
飾

り
物
を
焚
き
上
げ
る
小
正
月
に
行

わ
れ
る
火
祭
り
で
あ
り
、
県
内
各

地
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
肌
を
突
き
刺
す
よ
う

な
寒
さ
の
中
開
催
さ
れ
た
が
、
神

社
に
は
多
く
の
組
合
員
や
近
隣
住

民
が
訪
れ
、
飾
り
物
を
鳥
居
前
の

特
設
斎
場
に
投
げ
入
れ
、
無
病
息

災
、
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
な
ど

の
願
い
を
込
め
て
手
を
合
わ
せ
て

い
た
。

　

第
一
部
会
（
食
料
品
関
係
部
会
・

松
尾
部
会
長
・
㈲
門
馬
商
店
取
締

役
副
社
長
）
で
は
、
一
月
二
十
八

日
に
新
年
会
を
開
催
し
た
。
当
日

は
、
十
八
名
が
参
加
し
、
新
年
の

挨
拶
と
親
交
を
深
め
た
。

　

ま
た
、
一
月
三
十
一
日
に
は
、

第
三
部
会
（
日
用
品
雑
貨
関
係
部

会
・
宍
戸
部
会
長
・
㈱
テ
イ
ク
・

ワ
ン
社
長
）
の
新
年
会
が
開
催
さ

れ
、
金
融
機
関
、
組
合
役
員
か
ら

来
賓
を
迎
え
、
三
十
五
名
が
参
加

し
た
。

　

二
月
七
日
に
は
第
五
部
会
（
機

械
金
属
関
係
部
会
・
山
寺
部
会
長
・

明
和
電
器
産
業
㈱
会
長
）、
第
二

部
会
（
繊
維
関
係
部
会
・
吉
田
部

会
長
・
幕
田
㈱
社
長
）
と
宮
城
県

繊
維
製
品
卸
商
業
組
合
の
合
同
新

年
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

10-BOXから未来の展望～劇都仙台トークライブ～
　日時: 2014年3月2日（日）　13:00～18:00（開場は12:30）
　会場: 能-BOX（せんだい演劇工房10-BOX別館）
 仙台市若林区卸町2-15-6（サンフェスタ隣り）
 入場無料
 （当日直接会場へお越しください。満席の場合、入場をお断りすることがございます。）

第1部では「劇都仙台」事業の4人のリーダーが、10-BOX二代目工房長と対談し、それぞれの視点を通し
て、広く「私たちの劇都仙台」について考えます。
第2部では、2012年6月に行った連続シンポジウム「劇都仙台のこれから#7～戯曲賞+演劇プロデュース
公演～地域における戯曲賞の意義」のゲストとして大阪から来ていただいた山納洋氏（大阪ガス㈱近畿圏
部/Common　Caféプロデューサー）を再びお迎えし、当時の話題を振り返り、現在を確かめながら、具体
的な未来を探ります。
また、能舞台での能楽パフォーマンス&ワークショップや、隣接のイベント倉庫「ハトの家」での企画など、
卸町ならではの多様な魅力をお届けします。

　第1部 対談
 ・澤野正樹（舞台スタッフ・ラボコーディネーター）
 ・鈴木　拓（杜の都の演劇祭プロデューサー）
 ・森　忠治（せんだい短編戯曲賞ディレクター）
 ・ヤコキムラ（10-BOX夏の学校コーディネーター）
　　　　　※登壇順ではありません。
　　　　　（聞き手）八巻寿文（せんだい演劇工房10-BOX二代目工房長）
　第2部 鼎談「戯曲賞からの展望」
 ・ゲスト/山納　洋（大阪ガス㈱近畿圏部/Common　Caféプロデューサー）
 ・森　忠治
 ・八巻寿文

◆能楽パフォーマンス&ワークショップ～土蜘蛛の魅力～
　　　・山中 晶（観世流能楽師）

◆同時開催/協力:協同組合仙台卸商センター
　会場: イベント倉庫ハトの家（能-BOXに隣接）
 入場無料
 ◎おろしまち/TRUNKプレゼンツ
 　「おろしまちの魅力展」～ひとからひとへ～12:00～18:00
 ◎おろしまち/MOXプレゼンツ
 the　voice　of　LOVEスペシャルライブ
 ①　12:30～12:50
 ②　14:10～14:25

問合せ: せんだい演劇工房10-BOX　TEL022-782-7510

劇都仙台
おろしまちボックス

卸
町
神
社
新
年

事
始
祭

卸
町
神
社

ど
ん
と
祭

各
部
会
で
新
年
会
を
開
催仙台市若林区卸町 2-12-9

TEL.022-782-7510 E-mail:box-10@k2.dion.ne.jp

せんだい演劇工房10-BOX


